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東京には、地域に根差したさまざまな高齢者福祉施設があります。福祉や介護のことなどお気軽にお尋ねください。
知ってください、ご利用ください。あなたの街の高齢者福祉施設

さまざまなひとびと（社会）の協力により、地域の「支える・支えあう」こと（福祉）に取り組む法人です。
上記施設等の運営を通して、東京の高齢者福祉介護を支えています。

この他にも、訪問介護や居宅介護支援事業所、認知症高齢者グループホームなど高齢者の暮らしを支える多様なサービスがあります。

※「社会・地域における福祉の発展・充実を使命とする」法人として法律（社会福祉法など）に基づき活動しています。

東京の高齢者福祉情報発信中！

東京都高齢者福祉施設協議会（高齢協）とは
● 東京都内の特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、デイサービス、
　地域包括支援センター、在宅介護支援センター等を会員として組織する協議体。
● 会員数は約1,200事業者。
● サービスの質を高め東京における高齢者福祉を向上することを目指し、
　研修・調査・提言・ネットワーク構築などさまざまな活動を実施。

マスコットキャラクター
「アクティブル」

事務局

特別養護老人ホーム
生活の中でつねに介護が必要な方が安心して暮らすことができます。
介護に関する専門スタッフがご入居者の生活を支えます。

養護老人ホーム
生活環境や経済的理由で地域での生活にお困りの方などに、
福祉の専門スタッフが自立した生活のお手伝いをします。

軽費老人ホーム
お一人での生活に不安がある場合はご相談ください。お食事の提供や
介護サービスの有無などさまざまなタイプの施設があります。

地域包括支援センター／在宅介護支援センター
高齢者やその家族を支えるための地域の相談窓口です。
暮らし・介護のアドバイスや、さまざまな施設の情報をお伝えします。

デイサービスセンター（通所介護）
住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるために、楽しいレクリエー
ションや運動、安心安全なお食事や入浴などのサービスを提供します。

（A型・B型・都市型・ケアハウス）

社会福祉法人って?

ご相談をうかがい、福祉・介護サービスを提供します。 
家族や住民などまわりの人たちの理解を深めます。 
職員の専門性を高めるとともに、高い公共性による団体としての使命を果たします。

「 支 え る 」
「 支 え あう 」
「支え続ける」

@tokyokourei @TokyoKourei @Koureikyou 東社協東京都高齢者
福祉施設協議会チャンネル

公式サイト facebook X（旧Twitter） Instagram YouTube

東京　高齢協



東京都の地域福祉が直面する諸課題に対して、高齢協施設・事業所がどのような
姿勢で臨むかを７つのテーマに取りまとめました。

7つのテーマに対する高齢協としての取り組みの方向性を「宣言」として示し、それ
ぞれに東京における高齢者福祉の直面する課題と高齢協施設のこれまでの取り
組み、今後の在り方などについての説明や提言を記載しています。

高齢者の方々の幸せのために、私たちは始めています。
私たちは目指しています。
高齢者の方々の幸せのために、私たちは始めています。
私たちは目指しています。

アクティブ福祉
グランドデザインについて
高齢者福祉を巡る環境は変化しつづけており、

社会福祉法人・施設事業所に求められる役割は多様化しています。
一方、東京の施設・事業所は全国で最も高い水準の物価・人件費などの

　厳しい経営環境の中で、日々の事業にあたっています。
私たちは、このような社会の変化や要請に応えるべく、
また、厳しい経営環境下にある施設・事業所の取り組みを

広く都民の皆様に知っていただくために、
「アクティブ福祉グランドデザイン」を2013年に策定し、

2017年に見直しをし、現在推進しております。
大都市東京における福祉・地域包括ケアの担い手として

　これからも期待に応えていくために、
都民の皆さまへの約束をまとめたものが、

この７つの宣言です。

看取りや認知症など、専門性を有する質の高い
高齢者福祉・介護サービスを提供しています。
中でも、認知症ケアに対しては、認知症認定
看護師を配置するなど、さまざまな取

り組みを進めています。

それぞれの地域の特性を活かし、ニーズに応じて
行政や地域と連携しながら、「なんでも相談窓
口」や「社会福祉連携法人」などのしくみを

作って活動しています。 

低所得による生活困難・近隣からの孤立・被虐待
などの高齢者を取り巻く課題が複雑化する中、
地域のセーフティネットとしての役割を
果たすために、「安心して生活できる場」

を提供しています。 

多様化・複雑化する福祉や介護のニーズに応える
ために、スキルアップの機会や新人勉強会など
のさまざまな研修会を開催し、地域に貢献
する専門的な福祉人材を育成して

います。

長期化・深刻化する人材不足を解消し、価値ある仕事と
しての魅力を伝えるために、職場体験や実習生受け
入れ、資格取得制度などの研修体系を整えつつ、
これからの福祉・介護に応える人材を

確保する努力を続けています。 

福祉避難所の指定・災害時に必要な設備や物資
の整備・高齢者福祉施設等の連携による相互
応援体制を強化しながら、地域の防災拠点

としての役割を果たしています。 
地域の福祉向上のために、認知症カフェ・子ども
食堂・学習支援・配食給食サービスや経済的
援助を伴う総合相談事業など、さまざまな
課題を抱える人々への地域公益活動

を展開しています。 
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私たちは、質の高い高齢者福祉・
介護サービスを提供します。

私たちは、地域が求める高齢者福祉・
介護サービスをつくります。

私たちは、さまざまな課題を抱える
高齢者の暮らしを守ります。

私たちは、地域に貢献する
福祉人材を育てます。

私たちは、高齢者福祉を担う
人材の確保をすすめます。

私たちは、地域の防災拠点
としての役割を果たします。

私たちは、生活困窮者支援などの
地域公益活動をすすめます。


